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１年部”Where there is a will, there is a way.”より 

 一年生が終わります。年度末３月というのは世間でも当然まとめの時期であり、私達

教師も様々な仕事のまとめや引き継ぎに追われます。『雛鵬プラン』では「１年の総復習・

春休み対策」になっています。この時期を日時の過行くままに過ごしていくのなら、前

号でも話ましたが、来たる二年７月進研模試ではダメージを受けてしまうことになりま

す。各教科からの春休み課題を中心に、模試等の再確認、この１年間で判明した自分の

弱点のリカバリーを積極的に行って下さい。いつ何時も「大事、大事」と言ってきたよ

うな気がしますが、やっぱり春休みの過ごし方も「大事」なんです。 

 タイトル：”Where there is a will, there is a way.”の意味を覚えていますか？日

本語訳では「志のある所には道ができる」「精神一到何事か成らざらん」と言います。こ

こでの will は「意志」の意味です。前に進もうとする気持ちはとても大切です。後ろに

下がってばかりでは物事は動きませんし、変化はありません。何かを変えたいのなら自

らが動かなければならないということは、もう体験済みだと思います。 

皆さんの２年生での活躍を祈念し、１年部進路ニュースを終わりにしたいと思います。 

  

 

 ２年部より  

３年０学期という助走期間が間もなく終わります。進路が定まっている人も、そうで

ない人も、「現状維持＝後退」です。基礎力は徹底的に追求しましょう。総体・総文が終

われば、全ての受験生が猛烈に勉強することになります。皆さんは、その前の段階でギ

アを上げ（２年生気分を払拭し）て、「受験生」になってください。昨年の合格体験談で

も語られたように、「受験生（受験勉強）」はそれを意識した瞬間から始まるのです。 

体育大会・総体・総文と、３年間の集大成となる行事がこれから目白押しですが、そ

んな時間の余裕がないときにこそ、時間の使い方がうまくなるチャンスです。この進路

ニュースが配られる頃には、来年度分のフォーサイトが配布されているはずです。「連絡

帳」ではなく、自己管理・自己実現のツールとして、最大限に活用しましょう。 

先日配布されたマーク模試の結果で、良い成績を収めた人も、反省点の多かった人も

いるでしょう。わかっているでしょうが、それはあなた方の未来を確約したものではあ

りません。それぞれ今の立ち位置を確認し、飛躍への糧とする情報に過ぎないのです。

来るべき本番のその日まで、謙虚に、そして前向きに研鑽を積み重ねること。 

自分を信じ、最後まで惜しみなく努力し続けた者こそが、栄冠を勝ち取るのです。 

３年部より 

 

１・２年生の今、何をすべきか～今年の国公立大学合格状況から考える～  

             文責 ３年部 高木 直子 

３月５日～９日までに、国公立大学前期日程試験の合格発表がありました。 

天草高校では、１年生１６４人、２年生の１６２人が国公立大学を希望しています（平成２９年度進路希望調査

より）。今までに発表された国公立大学の合格状況から、１・２年生の皆さんが今すべきことを考えましょう。 

今年度の国公立大学合格状況 

AO 入試、推薦Ⅰ（センターなし）、推薦Ⅱ（センター有）の合格者は、２１人。合格率 65.6%。 

前期日程試験は、受験者１０５人のうち、合格者は４０人。合格率 38.1％でした。（内訳は以下の表を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AO 大学名 長崎 佐賀 山口 熊本県立 合計
合格者数 1 1 1 0 3
受験者数 2 1 1 2 6

推薦Ⅰ 大学名 岡山 長崎 大分 宮﨑 鹿児島 福岡教育 福岡県立 長崎県立 熊本県立 合計
センター無し 合格者数 1 1 0 1 1 1 1 1 4 11

受験者数 2 1 1 1 1 1 1 1 5 14

推薦Ⅱ 大学名 九州工業 佐賀 熊本 鹿児島 福岡女子 長崎県立 合計
センター有 合格者数 0 0 2 4 0 1 7

受験者数 1 1 4 4 1 1 12

前期　国立 大学名 千葉 富山 大阪 広島 山口 九州 九州工業 佐賀 長崎 熊本 大分 宮﨑 鹿児島 琉球
合格者数 0 0 0 3 0 0 0 1 3 5 2 4 6 2
受験者数 1 1 1 4 3 2 2 5 7 9 3 8 19 2

前期　公立 大学名 釧路公立 会津 前橋工科 横浜市立 福知山 県立広島 新見 高知工科 山口県立 下関 北九州 福岡県立 長崎県立 熊本県立

合格者数 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 3 2 2 3
受験者数 1 1 1 1 1 2 1 2 2 1 5 4 2 12

合格者数 受験者数 合格率（％）

21 32 65.6
40 105 38.1

AO、推薦Ⅰ、推薦Ⅱ　
前期　国公立

さらに、前期日程試験受験者のセンター試験の得点を次の表で見てみましょう。 

左の列から、600 点以上、550 点以上、500 点以上、450 点以上、450 点未満

の生徒の得点と、合否（○×）を示した表です。（５教科７科目受験者の結果のみ掲載） 

前期日程試験受験者のセンター試験得点（900 点満点）と合否（○×）一覧 

 

全国平均を下回ると、合格率がほぼ半減 

 

 

 

全国平均　文系552・理系５６０
正答率（%) 正答率（%) 正答率（%) 正答率（%) 正答率（%)

600点↑ 66.7↑ 550点↑ 61%↑ 500点↑ 55.6%↑ 450点↑ 50%↑ 450点↓ 50%↓
900点中得点 ○× 900点中得点 ○× 900点中得点 ○× 900点中得点 ○× 900点中得点 ○×
727 × 599 ○ 547 × 497 × 449 ○
705 ○ 598 ○ 545 ○ 494 ○ 445 ×
702 × 596 × 544 ○ 494 × 443 ×
696 ○ 588 × 543 × 491 × 442 ×
686 ○ 586 × 537 ○ 491 × 441 ×
681 ○ 585 ○ 526 × 485 × 437 ×
678 ○ 584 × 525 × 485 × 435 ×
677 × 581 ○ 524 × 484 × 430 ×
671 × 580 ○ 523 × 484 ○ 430 ×
660 × 580 ○ 523 × 483 × 425 ×
660 × 578 ○ 522 ○ 483 ○ 420 ×
648 ○ 576 ○ 519 ○ 476 ○ 415 ×
636 ○ 576 ○ 515 × 475 ○ 415 ×
620 ○ 571 × 513 ○ 475 × 414 ×
616 ○ 571 ○ 512 ○ 471 × 407 ×
611 × 562 ○ 511 × 468 × 405 ×
609 ○ 562 × 511 × 464 × 402 ×
604 × 557 ○ 504 × 463 ○ 376 ×

合格者数 10 合格者数 12 502 ○ 462 × 359 ×

受験者数 18 受験者数 18 合格者数 8 460 × 309 ×
全国平均文系552/理系５６０ 受験者数 19 459 ○

458 × ４５０点以下の生徒は
456 × ２０人中１人のみ合格
453 ×
450 ×
450 ×

合格者数 7
受験者数 25

全国平均を超えている生徒の合格率 全国平均以下（５５０～４５０点）の生徒の合格率

61% 34%

今年のセンター試験の全国平

均点は 900 点満点中、文系 552

点、理系は 560 点でした。 

全国平均点以上の合格率 は

61％、それ以下では 34％と、全

国平均点を境に、合格率が、ほぼ

半減します。なお、４５０点未満

の得点では、２０人中１人しか合

格できません。 

 センター試験の出題内容は主

に１～２年生のうちに学びます。   

センター試験で全国平均点を

超えるだけの力を付けた上で、二

次試験の記述力を付ける必要が

あります。 

 ３月中に今学年の復習をして、

次の学年のスタートを切ろう。 

 

 

 

 



 


